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特徴・独自性�
　天然物由来の食品や医薬品原料の様々な異物による汚染は避けられません。衛生上の観点から、利用
に際して、予め異物による汚染状況を把握し、できるだけそれらの汚染物を取り除く必要があります。
汚染源のうち、特に微生物と放射性物質について、天然物原料における汚染状況の把握と除去法の開発、
さらに除染後の品質保障に関する研究を進めています。
　微生物汚染対策では、天然物原料の色調や成分変化の少ない放射線照
射殺滅菌処理が世界的に利用されています。放射線の有効利用と同時に、
照射品の品質評価や、健全な貿易と流通のための検知（照射品判別）も
必要になります。本研究では、医薬品・食品原料への放射線処理効果を
探索するとともに、放射線照射後に発生する微量安定ラジカル種と原料
に含まれる成分との関連を追及し、電子スピン共鳴分光法（ESR）を活
用した照射品の品質評価法の開発に取り組んでいます。

産学連携の可能性�
　○医療用具・医薬品原料・食品原料の放射線殺滅菌処理法の開発
　○放射線照射した医療用具・医薬品原料・食品原料の品質評価に関するラジカル定量法の開発。
　○医薬品・食品原料由来の有機ラジカル種検出のための ESR に関するハードおよびソフト面の開発。

研究手法・研究設備など�
　研究手法：γ線・電子線照射、ラジカル計測、成分定量、生菌数計測、遺伝毒性試験、放射能測定
など。研究設備：電子スピン共鳴装置、高速液体クロマトグラフ装置、ガスクロマトグラフィー質量
分析装置、放射能計測装置ほか各種分析機器。

関連特許・論文など�
　Yamaoki,R.,Kimura,S.,Matsumoto,Y.,Fujita,N.,Shimizu,K.,"Radioactivityincrudedrugs
importedfromAsiancountries".JournalofHealthScience,48,565-569(2002).Yamaoki,R.,
Kimura,S.,Aoki,K.,Nishimoto,S., "Detectionofelectronbeamirradiatedcrudedrugsby
electronspinresonance(ESR)",RADIOISOTOPES,56,163-172(2007).Yamaoki,R.,Kimura,
S.,Ohta,M., "Analysisofelectronspin resonancespectraof irradiatedgingers:Organic
radicalcomponentsderivedfromcarbohydrates",Radiat.Phys.Chem,79,417-423(2010).
Yamaoki,R.,Kimura,S.,Ohta,M. "Electronspinresonancespectralanalysisof irradiated
royaljelly",FoodChemistry,143,479-483(2014).
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黒胡椒のESRスペクトル
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